
○事業所名 放課後等デイサービス 運動療育センターキートス・プラス

○保護者評価実施期間 令和 ８ 年 ２ ⽉ ２ ⽇ 〜 令和 ８ 年 ２ ⽉ １５ ⽇

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 49 （回答者数） 27

○従業者評価実施期間 令和 ８ 年 ２ ⽉ ２ ⽇ 〜 令和 ８ 年 ２ ⽉ １４ ⽇

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 8 （回答者数） 8

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和 ８ 年 ３ ⽉ ５ ⽇

○ 分析結果
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保護者同⼠の交流機会が少ない。
今年度は保護者茶話会の実施機会があった。保護者
同⼠の情報交換の場として⾮常に有意義であると実
感したが、1回しか実施できていない。

保護者のニーズに合わせた交流の機会を企画す
る。年代・課題・悩みごとなど、保護者の⽅が⽇
頃感じている困りごとに対する解決や不安を吐き
出すことができる場をつくる。

きょうだい児を含めた家族⽀援の機会をつくる。
保護者を対象とした、勉強会やペアレントトレーニ
ングは実施できていない。またきょうだい児の参加
を含めたイベントの実施はできていない。

保護者からの相談を受けるだけで留まらず、本⼈
により良い⽀援がご家庭でも出来る様に、勉強会
や親⼦、きょうだいが参加出来るプログラムを実
施するなど、家族⽀援となる機会を創出する。

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点 事業所として考えている課題の要因等 

地域交流の機会が少ない。

おでかけの機会はあるが、交流に特化したイベント
の企画ができていない。
地域の⽅と触れ合える、事業所以外が主催するイベ
ントへの参加機会をつくる。

市⺠センターなどで⾏われる、地域イベントへの
参加機会を作る。地域イベントへの参加以外に
も、事業所が主催し地域住⺠の⽅が参加できるよ
うな取り組みを企画する。

個別課題の実施

本⼈や保護者様からの要望に沿って、個別課題を設
定している。箸や鉛筆の持ち⽅、靴紐結びなど⽇常
⽣活動作、学校体育で実施する種⽬（縄跳び、鉄
棒、マット運動）、ソーシャルスキルトレーニング
等から課題を設定し⼀⼈ひとり取り組んでいる。

研修を実施し、スタッフの実施⽅法や⼿順の共通
認識をつくり、⾼めていく。
成⻑に合わせて課題の再設定を⽉1回のペースで実
施し、本⼈の課題取り組みの意欲を⾼めていく。

多職種なスタッフ配置

保育⼠、作業療法⼠、児童指導員、柔道整復師、
運動インストラクターと異なる資格を持ったスタッ
フでチームを構成している。
⼦ども達の成⻑を⾝体機能、情緒など様々な⾯から
の観察と評価をもとに⽀援に取り組んでいる。

定期的な外部研修や合同研修を開催し
最新の知識をチーム全員で習得する取り組みも
進める。

【公表】 事業所における⾃⼰評価総括表

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等  さらに充実を図るための取組等 

⼀⻫運動による運動プログラム実施

⼀⼈ひとりの発達段階や運動課題に合わせた⼀⻫活
動を⾏っている。学校やその他の集団活動の際に適
応出来る様に運動を通じてルール理解や利⽤者同⼠
のコミュニケーションを促している。

⼦ども達の参加意欲が⾼まるように、興味を引く
運動プログラムを実施する。
定番で実施している運動プログラムでも難易度や
強度を⽬的に合わせて変化させる指導⽅法をス
タッフが習得できる様に研鑽する。
楽しく継続できるように、運動中の雰囲気作りを
⼤切にし声かけや⼿本の提⽰をする。


